
フラッグシップ輸出産地の概要

主な輸出先国 台湾、EU等（2022年） 輸出実績 50百万円（2022年）

対象となる
地域

香川県高松市・綾歌郡綾川町

輸出研修会 輸出用盆栽の
センチュウ防除作業

海外バイヤー商談会 アルメーレ国際園芸博で
のデモンストレーション

・高松盆栽輸出振興会は、高松市を中心に生産される盆栽の輸
出拡大と海外向け「Takamatsu Bonsai」のブランド確立を
図るために、平成25年に設立された団体。現在会員は20名。

・近年盆栽は「BONSAI」として世界的に有名になっており、
アジアや欧米向けの輸出に取り組んでいる。

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

・毎年、各国の輸出条件に対応した防除暦を作成するほか、輸
出研修会を実施し、輸出条件に対応した栽培技術の普及を
図っている。

・台湾向け盆栽では、根傷みの少ないセンチュウ対策技術を会
員に紹介し、輸出後の品質の維持につなげているほか、ＥＵ
向けでは、栽培地登録の検査補助や指導を行っている。

★病害虫について今後、新たに米国への黒松盆栽輸出が可能と
なるよう、必要な調査に協力を行っていく。

アピールポイント

輸出
品目

花き
（盆栽）

お問合せ先 mlhz1228@yahoo.co.jp 担当:尾路HPリンク https://takamatsu-bonsai.com

高松盆栽輸出振興会（会長 尾路悟）

https://takamatsu-bonsai.com/
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